[= 【 要 件 】 
0 う 月 号 1 、 医 学 物理 士 認 定 機構 が 認定 する 医学 物理 教育 コー ス を 修了 する 


理工 学 系 の 修士 も し く は 博士 の 学位 を 取得 する 
、 放 射線 技術 系 の 修士 も し く は 博士 の 学位 を 取得 する 
、1 以 外 の 医学 物理 教育 コー ス で 修士 も し く は 博士 の 学位 を 取得 する 


は じ め に つき さら に 、 定 め ら れ た 了 臨床 研究 、 業 績 点 が 必要 と な り ま す 


皆さん 、 こ ん に ち は ! 岩手 県 医療 局 職員 課 人 事 担当 で す 。 [服務 の 取り 扱い 】 
県 立 病院 に お いて 資格 取得 し 活躍 し て いる 職員 紹介 の 第 2 号 を お 届け し ます 。 各種 研修 、 学 会 等 の 旅費 等 を 支給 i 
今月 は 認定 看護 師 、 専 門 看 護 師 、 放 射線 治療 専門 放射 線 技師 、 認 定理 学 療法 士 の 
人 
ES, 
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皆様 を 紹介 し ます 。 今後 の 参考 に し て いた だ けれ ば と 思い ます 。 











専門 看護 師 へ の 道 (慢性 疾患 者 護 な ど 3 分 野 3 名 ) つ 詳 細 は この 後 の 横澤 さん の 記事 を ご 覧 くだ さい ! 


【 専 門 看護 師 と は 】 a 
複雑 で 解決 困難 な 看護 問題 を 持つ 個人 、 家 族 及び 集団 に 対し て 水準 の 高い 看護 

ケア を 効率 よく 提供 する た め の 、 特 定 専門 看護 分 野 の 知識 ・ 技 術 を 高め た 看護 師 
【 要 件 】・ 看 護 師 免許 を 有する こと 
























































・ 看 護 系 大 学院 修士 課程 修了 者 で 看護 系 大 学 協議 会 が 定め る 専門 看護 師 6 (循環 な ど 3 分 野 9 名 ) 
教育 課程 基準 の 所 定 の 単位 を 取得 し て いる こと 
【 服 務 の 取り 扱い 】 【 認 定理 学 療法 士 と は 】 
・「 修 学部 分 休業 」 修学 の た め 2 年 を 超え な い 範 囲 で 一 週間 の 勤務 時 間 の 一 部 自ら の 専門 性 を 高め る 活動 に お いて 、 高 い 専門 的 臨床 技能 の 維持 、 社会 ・ 職 能面 に お 
に つい て 勤務 し な いこ と が で きる (休業 時 間 分 は 減額 ) ける 理学 療法 の 専門 性 (技術 ・ ス キル ) を 有する 理学 療法 士 
・「 自 己 啓 発 休業 」 大 学 進学 (若しくは 国際 頁 献 活動 ) の 期間 休業 し 、 勉 学 に 【 要 件 】 
専念 で きる 1 、 新 人 教育 プロ グラ ム を 修了 し 、 専 門 分 野 六 録 後 2 年 経過 し て いる こと 。 


2 、 協 会 指定 研修 を 受講 済 で ある こと 。 
3 、 認 定 必須 研修 会 を 受講 済 で ある こと 。 


年度 の 和 下 看護 師 派 遣 は 7 名 、 久 必 部 薔 成 は 5 名 内 定 し まし た ! ! 4、 各個 城 の 履修 要件 に 即 し た ポイ ント 100 ポイ ント を 取得 し て いる こと 。 

















oe _ 、 5 、 症 例 報告 10 症例 が 提出 で きる こと 。 
学 試験 に | 
養成 校 の 入学 試験 に 向け て 頑張 っ て くだ さい a 
各種 研修 、 学 会 等 の 旅費 等 を 支給 
矢 学 a | 県 立 病院 全 ゃ 【 取 得 ま で の 流れ 】 
医学 物理 士 へ の 道 (県 立 病 院 全体 で 3 名) i 
【 医 学 物理 士 と は 】 協会 の 指定 する 研修 等 の 参加 
呈 修 ポ ボ ヽ ク 理 
放射 線 医 学 に お ける 物理 的 お よび 技術 的 課題 の 解決 に 先導 的 役割 を 担う 者 で 、 次 の 分 居 修 要件 100 ポ イン ト の 取得 
野 に 関す る 業務 を 行う 引合 生 192 の 
① 放 射線 治療 物理 学 分 野 認定 試験 受験 
② 放 射線 診断 物理 学 分 野 
⑧③ 核 医学 物理 学 分 野 つ 詳 細 は この 後 の 小 坂 さ ん の 記事 を ご 覧 くだ さい ! 





④ 放 射線 防護 ・ 安 全 管 理学 分 野 





【 問 合せ : 医療 局 職 員 課 人 事 担当 如 019-629-6861 研修 担当 本 019-629-6321】 





磐井 病院 感染 管理 室 主任 看護 師 





0 資格 取得 の きっ か け を 教え て くだ さい 。 
私 が 、 感 染 管理 に 興味 を 持っ た の は 、 部 署 で リン フナ ー ス に な っ た こと が きっ が け で す 。 部 署 の 感染 対策 を 行っ て いく 上 で 、 も うつ 小 し 
感染 管理 こつ いて 勉強 し た いと 思っ て いた と ころ 、 先 輩 の 感染 管理 認定 看護 師 に 勧め られ 目指 そう と 思い まし た 。 
0 取得 まで の 流れ は どう で し た か 。 
資格 取得 を 決め て か ら は 、 自 部 署 で UTI サー ベイ ラン ス を 行っ た り 、 学 会 や 研修 会 へ の 参加 等 を し て 準備 を 行い まし た 。 医 療 局 の 認定 看護 師 教 育 課 程 派遣 募 集 に 応募 し 内 定 を いた だ き 、 
研修 学校 を 受験 し まし た 。 約 半年 間 の 研修 後 、 自 施設 で 勤務 を し な が ら 勉 強し 、 資 格 取 得 試験 に 申 み まし た 。 
0 研修 中 の 様子 を 教え て くだ さい , 
北 は 岩手 か ら 南 は 鹿児島 まで 、20 代 が から 50 代 後 半 の 同じ 目標 を も っ た 仲間 と 一 緒 に 学ぶ 経験 は あま りな か っ た の で 、 感 染 管理 以外 の こと も た ぐさ ん 仲間 か ら 学 ぶ こ と が 出来 と て も 
新鮮 な 毎日 で し た 。 研修 地 が 神奈 川 県 で し た の で 満員 電車 で の 通学 が つら か っ た で す 。 
0 資格 取得 後 の 院内 で の 活動 を 教え て くだ さい 。 
取得 後 は 、 専 任 と し て 週 に 1 回 の 活動 日 を いた だ き 、 主 に ぼ 術 室 ・ 中 材 の 感染 管理 に つい て 活動 を 行っ て きま し た 。 現在 は 、 感 染 管 埋 室 専従 の 役割 を 頂い て お り ま す の で 、 院 内 全体 の 感染 
対策 に つい て 、 最 近 で は COVID-19 対応 を 含め た 感染 対策 を 感染 管理 室 の 医師 ・ 楽 剤 師 * 臨 床 検査 技師 と 協 働 し て 実践 し て いま す 。 
0 一 日 の スケ ジュ ー ル な を 教 えて くだ さい 。 
1 日 の 始め に まず 、 細 菌 検査 室 に 行き ます 。 検査 室 は 院内 検出 菌 情報 を 一 番 分 つて いる 部 門 で す の で 情報 共有 は と て も 大 事 で す 。 そ の 他 は 、 院 内 ラウ ンド や サー ベイ ラン ス 、 保 健 所 や 地域 
の 医療 機関 等 と の や り と りな ど を 行っ て いま す 。 ま た 、 感 染 予 防 対策 が 全 職 種 で 実践 で きる よう な シ ステ ム 作 り を 行っ て いま す 。 
0 これ ガ ら 資格 取得 を 目指 す 方 へ の アド バイ ス を お 願い し ます 。 
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私 が 感染 管理 認定 看護 師 に な っ た きっ が け は リン フク ナー ス に な っ た こと で す ガ が ら 、『 一 期 一 会 』 そ の と き の 出 会 い を 大 事 に し 、 興 味 が びあ る な ら 是 非 様々 な こと に チャ レン ジ し て みて 欲し いと 
と 思い ます 。 
Q 最後 に 一 言 お 願い し ます 。 

COVID-19 の よう に 未知 の 感染 症 や や 薬剤 耐性 菌 対策 な ど 感 染 管 理 は 、 ま すま す 医 療 現場 で 重要 な 役割 を 果たし て いく こと に な る と 思い ます 。 直 接 患 者 さん に 関わ る こと の 少な い 職 種 で す 
が 、 病 院 の 全て の 人 を 感染 が から 守 る 役割 で す の で や り が い は あり ます 。 興味 の ある 方 は 、 是 非 目 指し て ほし いと 思い ます 。 








私 が 岩手 県 立 病院 を 選ん だ 7 つの 理由 次 絶賛 YOUTUBE で 公開 中 宮古 オー ル ロ ケ の ショ ー ト ドラ マ も 併せ て ご 覧 下さ い ! 岩手 県 立 病 院 委員 














慢性 疾患 看護 専門 看護 師 





軽米 病院 2 病棟 主任 看護 師 
ふ 千葉 美香 さん 





Q 資格 取得 の きっ がけ に つい て 、 認 定 看 護 師 で は な ぐ 専 門 看 護 師 を 目指 し た 理由 を 含め 教え て くだ さい 。 

ー 生 懸命 救 生 し た 患者 さん の その 後 の 長い 経過 に 何 度 も 関わ る 中 で 、 病 いや 障がい を 持ち な が ら 生 きる 方 々 や その ご 家族 を 長期 的 に 支え る 
看護 の 重要 性 を 実感 し まし た 。 医 師 の 治療 だ け で は な ぐ 、 看 護 師 の 立場 で 支え る に は ど つ し た ら よ い の か が 、 幅 広い 観点 がら 看 護 の 力 ・ 専 門 性 を 探求 
し た いと 考え た の で 、 認 定 看 護 師 課程 で は な ぐ く 大 学院 修学 を 選択 し まし た 。 

Q 取得 まで の 流れ は ど つ で し た が ガ が 。 

救急 分 野 の 勉強 を 経て 、 上 記 を きっ か け に 人 間 理 解 を 深め た いと 思い 、 働 き な が ら 大 学 に 進学 し まし た 。 大 学 で は 人 間 科 学 を 修め つつ 看護 学 も 区 

学び 直し まし た 。 大学 を 卒業 後 、 出 産 を 経て 、 大 学院 の 博士 前 期 課 程 に 進学 、 慢 性 疾患 看護 専門 看護 師 課 程 で 学び 、 修 後に 専門 看護 師 認定 審査 を 受け 、 合 格 、 資 格 取得 と な り ま し た 。 

















Q 働き な が ら の 大 学院 生活 は と て も 大 変 ど っ た と 思い ます が 、 医 療 局 の 休業 制度 は 活用 し た の で し ょ つか が 。 ま た 、 大 学院 生活 よど うつ で し た ガ 。 

実習 期間 を 中 心 に 修学 部 分 休業 の 制度 を 利用 し まし た 。 足 りな いと ころ や 通学 に は 、 非 番 ・ 年 次 ・ 夏 季 休 暇 ・ 夜 勤 前 後 の 時 間 を フル 活用 まし た 。 専門 看護 師 課 程 は 他 の 院生 より も 授業 
科目 が 多く 実習 も あり ます の で 、3 交替 勤務 を し な が ら 学 び を 進め る の は 想像 以上 に 大 変 で し た 。 そ れ で も 病院 の 皆さん や 家族 の 支援 で 学ぶ こと が で きま し た 。 大 学院 生活 は 大 変 で も 
楽し く 、 先 生 方 や 共に 学ぶ 仲間 と の 出会い 、 成 長 し た 自分 と の 出会い は 大 き な 喜 び で あり 誇り で も あり ます 。 大 学院 で の 学び ひ を すぐ に 了 臨床 で 実践 で きる の も 、 働 き な が ら 学 ぶ 大 き な メ リ 
ッ ト だ っ た と 思い ます 。 
Q 資格 取得 後 の 院 内 で の 活動 に つい て 教え て くだ さい 。 

専門 看護 師 取得 以前 か ら 実 施し て いた 、 糖 尿 病 患 者 さん へ の 療養 指導 や 、 地 域 の 生活 習慣 病 予 防 密 発 活動 等 を 継続 し な が ら 、 糖 尿 病 に 限ら ず 慢 性 疾患 や 障がい を 持つ 方 や その 
ご 家族 の 万 へ の 療養 支援 と し て 看護 療養 相談 を 始め た り 、 院 内 の 研修 プロ ブラ ム の 企画 ・ 展 開 、 講 師 な ど を 行っ て いま す 。 
Q 一 日 の スケ ジュ ー ル を 教え て くだ さい 、。 

病棟 勤務 日 と 専門 活動 日 で か な り 違 いま す が 、 専 門 活動 日 は 、 午 前 中 は 、 看 護 療養 相談 に 対応 し た り 、 介 入 が 必要 な 外来 患者 さき の の ピッ フク アップ 、 午 後 は 、 多 職種 合同 ミー ティ ング や 
会 議 へ の 参加 、 糖 尿 病 外来 や 病棟 で の 療養 指導 や フッ ト ケ ア 、 研 修 会 や 講演 会 の 資料 作り な ど を 行っ て いま す 。 連携 調整 の た め 他 部 署 に 伺い ショ ー ト カン ファ レン ス を 行う こと も あり ま 
に 
Q 最後 に 一 言 お 願い し ます 。 

慢性 疾患 看護 専門 看護 帥 は 、 様 々 な 領域 を 横断 的 に 活動 し 、 多 く の 亡 々 の 療養 を 支援 する 役割 か ら ニ ー ズ は 高い と 考え て いま す 。 働 き な が ら の 大 学院 修学 は 楽 で は あり ませ ん が 、 
県 立 病院 に は 慢性 疾患 看護 専門 看護 師 は 1 人 し か いま せん の で 、 た くさ ん の 方 に チャ レン ジ し て いた だ きた いで す 。 






















医学 物理 士 ・ 放 射線 治療 専門 放映 線 技師 ・ 放 果 線 治療 品質 管理 士 
中 央 病院 放射 線 技術 科 主任 放射 線 技師 


x 横澤 浮 司 さん 


Q 資格 取得 の きっ か け を 教え て くだ さい “ 

学生 の 頃 か ら 、 目 に 見 えな い 放 射線 を 測る こと に 興味 が あり 、 勉 強 を 進め て いく つ ち に 、 放 射線 を 正確 に 患部 に 当て て 患者 さん を 治療 し て いく 「 放 射線 治療 ] 分 野 に と て も 興味 を 持ち まし た 。 放 
射線 技師 と し て 、 放 射線 治療 を 実際 に 行う よ つ に な り ま し た が 、 患 者 さん に より 良い 治療 を する た め に 、 放 射線 治療 や 治療 に 関わ る 様々 な こと を も っ と 学ぶ 必要 が ある と 感じ る な ど 自 分 の 知識 不 
足 を 冶 感 し た こと を きっ が ガ け に 、 こ れ ら に つい て 、 理 解 を 深め た り 、 知 識 を 整理 し た りす る 過程 で 、 医 学 物理 士 、 放 射線 治療 専門 放映 線 技師 な どの 資格 取得 が あり まし た 。 
0 取得 まで の 流れ は どう で し た が 。 

最初 に 放映 線 診断 ・ 治 療 分 野 を 幅広 ぐ 勉 強 す る た め 、 医 学 物理 士 を 目指 し まし た 。 医学 物理 士 を 取得 後 は 、 放 射線 治療 分 野 に つい て 理解 を 深め た いと 思い まし た 。 放射線 治療 業務 に 従事 する 
よう に な り 、 放 射線 治療 装置 (リニア ッ ク 装 置 ) の 精度 管理 や 周辺 機器 の 管理 に つい て 経験 を 積み 、 放 射線 治療 品質 管理 士 を 取得 し まし た 。 

ここ か ら さ ら に 放射 線 技師 と し て 上 臨床 経験 を 積ん で 、 放 射線 治療 専門 放射 線 技師 を 取得 し まし た 。 こ れ ら の 資格 は 、 認 定 学会 が 異な り ま す が 、 ど の 資格 も 関連 学会 お よび 研修 会 へ の 参加 、 発 
表 な ど で 単 位 を 取る 必要 が あり まし た 。 
0 研修 中 の 様子 を 教え て くだ さい 。 

臨床 経験 と 試験 合格 で 資格 が 号 え られ る の で 、 研 修 な ど は あり ませ ん で し た が 、 学 会 主催 の サマ ー セ ミナ ー や 試験 対策 講習 会 な ど に 参加 し 、 同 じ 目的 を も っ た 同年 代 の 人 た ちと 話 を する ご 
と な ど で 、 モ チ ベ ー シ ョ ン が 維持 で きま し た 。 特 に サマ ー セ ミナ ー で は 、 都 市 部 か ら 離 れ た 場所 に こも っ て の 集中 講義 な ど 、 今 まで に は な い 体 験 が び で きま し た 。 
0 資 析 取 得 後 の 院 内 で の 活動 を 教え て くだ さい 、。 

専従 の 放射 線 技師 と し て 放射 線 治療 業務 を 行っ て いま す 。 具 体 的 に は 、 強 度 変調 放映 線 治療 の 治療 計画 立案 や 患者 さん に 安全 に 治療 で きる よう に 治療 体位 、 照 射 方 法 な ど を 放射線 治療 医 と 
検討 する こと な ども 行っ て いま す 。 ま た 、 放 射線 治療 関連 装置 の 品質 管理 、 放 射線 治療 装置 を 臨床 導入 する た め の 、 放 射線 ビー ム な どの 物理 的 デー タ 測 定 和 や 治療 計画 装置 の 検証 作業 も 行い ます 。 

ME DIA 

1 日 の 大 半 は 、 患 者 さん へ の 照射 業務 、 治 療 計画 用 の CT 撮影 な ご を 主 な 業務 と し て いま す 。 ご この 他 に 、 強 度 変調 放射 線 治療 の 治療 計画 立案 、 治 療 計画 
実際 に 治療 装置 で 再現 で き て いる が を みる 本 証 作業 、 放 射線 治療 装置 や 関連 装置 の 性 能 維持 を 確認 する た め の 品 質 管 理 な ど を 行っ て いま す 。 
Q これ か ら 資 格 取得 を 目指 す 方 へ の アド バイ ス を お 願い し ます 。 

医療 の 専門 化 が 進ん で お り 、 放 射線 技師 、 医 学 物理 士 に は 、 上 臨 床 に お いて 科学 的 な 助言 と 問題 解決 力 の 提供 が 求め られ て いま す 。 そ れ を 実践 する た め 

の 基礎 的 な 力 を 資格 取得 の 過程 で 映 に つけ て 、 放 射線 の スペ シャ リス ト と し て 問題 解決 へ 取り 組ん で いけ ば 良い と 思い ます 。 

Q 最後 に 一 言 お 願い し ます 。 


新しい 診断 ・ 治 療 亡 法 が 次 々 と 開発 され て 、 最 新 の 医療 機器 が 臨床 現場 へ 取り 入れ られ て いま す 。 こ れ ら の 機器 を どう 使い こなす が は 、 私 た ち 放 射線 
技師 、 医 学 物理 士 に か か っ て いま す 。 患 者 さん へ より 良い 医療 を 提供 する た め に も 、 日 々 努力 を 続け て いく こと が 重要 で す 。 






































認定 理学 療法 士 (循環 )・ 心 臓 リ ハピ リ テ ー シ ョ ン 指 導 士 


胆沢 病院 リハ ビリ テー ショ ン 技術 科 理学 療法 十 
小坂 直樹 さん 


0 資格 取得 の きっ か け を 教え て くだ さい 。 

私 の 初任 地 は 中 央 病院 で あり 、 在 職 中 に 新人 教育 の 一 環 と し て 心臓 ・ 呼 吸 チ ー ム 、 が ん チー ム 、 整 形 チ ー ム 、 脳 血管 
チー ム と リハ ビリ を 経験 し まし た 。 そ の 中 で 、「 お も し ろ い 」 「 も っ と 勉強 し た い 」 と 思っ た の が 心臓 リハ ビリ で し た 。 そ の 
た め 、 専 門 的 な 知識 ・ 技 術 お よび 臨床 思考 の 習得 、 自 己 研 鑑 を 目標 に この 2 つの 資格 を 取得 し よう と 思い まし た 。 
Q 取得 まで の 流れ は どう で し た か 。 | 

認定 理学 療法 士 試 験 は 、 日 本 理学 療法 士 協 会 新人 教育 プロ グラ ム 過 程 を 終了 し 専門 分 野 登 録 を 行い 2 年 以上 の 経過 、 協 会 指定 研修 会 な 
ト 、 症 例 報 告 書 10 症例 を 含め た 必要 書類 を 提出 し 、 申 請 を 行い ます 。1 領域 受験 の 場合 は 、 マ ー ク シー ト 形 式 の 五 者 択 一 で 問題 数 24 問 (共通 
る と 認定 理学 療法 士 の 認定 証 が 交付 され ます 。 

心臓 リハ ビリ テー ショ ン 指 導 士 試験 は 、 応 臓 リハ ビリ テー ショ ン 学 会 の 2 年 以上 継続 し た 会 員 な ら び に 当該 年 度 の 講習 会 受講 、 医 師 ・ 看 護 師 ・ 理 学 療法 士 な どの 資格 を 有する 、 実 地 経 験 1 年 以上 
また は 記 臓 リハ ビリ 研修 制度 に より 受験 資格 認定 証 の 交付 を 受け る 、10 例 の 症例 報告 を 含む 必要 書類 の 提出 に て 受験 申請 と な り ま す 。 試 験 は 、 マ ル チ プ ル チ ョ イス 、 マ ー ク 方 式 の 全 50 問 60 分 
で す 。 合 格 す る と 心臓 リハ ビリ テー ショ ン 指 導 士 の 認定 証 が 交付 され ます 。 
0 研修 中 の 様子 を 教え て くだ さい 。 

研修 制度 の 利用 を し ませ ん で し た が 、 受 験 を 考え て いた 年 に 転勤 と な り 、 限 られ た 時 間 の 中 で 症例 報告 書 ( 自 験 例 報告 書 ) を 作成 する こと が 一 番 大 変 で し た 。 ま た 2 つの 資格 試験 に 際 し 、 書 類 
準備 や 勉強 も 含め 1 年 を 費やす つら い 日 々 で し た が 、 リ ハビ リス タッ フ の 方 々 に 支え られ 、 医 師 に アド バイ ス を いた だ き 乗 り 切 る こと が で きま し た 。 
0 資格 取得 後 の 院 内 で の 活動 を 教え て くだ さい 。 

今年 度 4 月 より 胆沢 病院 勤務 と な り 、 心 大 皿 管 疾患 リハ ビリ テー ショ ン の 開設 や 7 月 より 外来 心臓 リハ ビリ テー ショ ン の 開設 に 携わり 、 現 在 に 至っ て いま す 。 入院 中 の リハ ビリ は 循環 動態 な ど リ 
スク の 層 別 化 を 行い な が ら 早 期 離 床 を 図り 、 外 来 の リハ ビリ は 再 入院 ・ 再 発 予防 、 自 己 管 理 能 力 向 上 に 向け た 多 職種 連携 の 包括 的 心臓 リハ ビリ テー ショ ン を 提供 し て いま す 。 
Q 一 日 の タイ ム ス ケ ジュ ー ル を 教え て くだ さい 。 

今年 度 7 月 より 外来 心臓 リハ ビリ テー ショ ン の 開設 に 伴い 、 火 曜日 ・ 木 曜日 の 午前 中 は 外来 で の リハ ビリ の 提供 を 行っ て いま す 。 
0 これ か ら 資 格 取得 を 目指 す 方 ヘア ドバイ ス を お 願い し ます 。 

認定 理学 療法 士 に つい て は 、 今 後 制度 改定 と な る 可能 性 が 高い た め 常 に 最新 の 情報 を 収集 し て お いた 亡 が いい か と 思い ます 。 ま た 、 選 臓 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 指 導 士 は 、 心 臓 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 
必携 (心臓 リハ ビリ テー ショ ン 指 導 士 養成 テキ スト ) の 早め の 購入 を お 薦め し ます 。 

どちら の 資格 試験 に も 共通 する こと は 、 自 詞 例 報 告 書 (症例 報告 書 ) は 、 様 々 な 心 疾患 に 対し て 標準 的 な 心臓 リハ ビリ テー ショ ン を 実施 し て きた 事 を 証明 する 書類 で あり 、 急 性 期 だ け で な ぐ く 、 亜 
急性 期 や や 維持 期 の 症例 も 必要 で す 。 普 段 よ り 意 識 し て リハ ビリ テー ショ ン を 行う つこ と で 、 報 告 書 の 作成 が 行い や すく な る と 思い ます 。 

心臓 リハ ビリ は 、 リ スク の 層 別 化 を 行い な が ら 進 め る こと で 安全 に 実施 する こと が で きま す 。 そ の た め に も 、 し っ か り と し た 知識 ・ 技 術 を 身 に つけ る こと で 患 者 様 の ADL や 00L 向上 に つなが る 
と 思い ます 。 一 緒 に 岩 ま の 必 臓 リハ ビリ テー ショ ン を 充実 させ て いき まし ょ つ 。 























ら び に 必須 研修 の 受講 、 生涯 学習 ポイ ント 100 ポイ ン 
9 問 十 認 定 領域 15 問 ) 、 試 験 時 間 50 分 で す 。 合 格 す 



































今後 も 様々 な 職種 で スキ ル ア ッ プ し て いる 職員 を 紹介 し て いき ます の で お 楽し み に 次 次 





